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「ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会」
～令和6年度環境省VC全体での脱炭素化推進モデル事業～

2025/0３/０5

● 一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会
枝村正芳 （株式会社 ワールドプロダクションパートナーズ）

「脱炭素に向けたガイドラインと策定に至る経緯」
～アパレル各社が、第一歩を踏み出すことができる

進め方について～
脱炭素経営フォーラム
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2025/０３/０５■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■繊維、アパレル業界3団体の紹介

●JAFIC

●KanFA

●JSFA

五十音順

アパレル・ファッション産業の健全な発展を
図り、衣生活の向上に貢献することを目的
としたアパレル企業が設立した業界団体

大阪の歴史ある業界三団体が合併し発足
「お役に立つ」精神と 「協働と共創」の理念で、
業界内外との協力を強化し、未来を共に築く
取り組みを推進
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各企業においてサステナブル・ファッション
に向けた取組が進められている中、個社で
は解決が難しい課題に対して、共同で解決策
を導き出していくための企業連携プラット
フォーム

共同組合関西ファッション連合

一般財団法人日本アパレル・ファッション産業協会

ジャパンサステナブルファッションアライアンス

●各会員企業の中から、
以下の企業で検討をし
本年度のガイドラインを作成した

アパレル（製品）、原料（生地）など、
サプライチェーン上の多様な企業が会員である繊維、アパレル業界の３団体
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■本解説作成の背景

●環境負荷産業と業界が名指しされている

「しようと思っても、何をすればよいの？」

「そもそも、何する必要があるの？」

●算定方法はあるが。。。
●実際に手を動かすとなると、動かない

●アパレル企業が普段の業務で
イメージできること

●使い慣れた数字、単位を使うこと

①アパレル業界が進めやすい方法
②導入しやすいGHG削減施策

があると
業界として推進するのでは。。。
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●基本は示されている

では、こうしよう！

など

GHG算定＝活動量×排出原単位

2025/０３/０５
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■本解説で着目したこと（本年度のキーワード）

●どんな内容、どこまでの粒度、精度にすべきか？ かなりの議論をした

1着1着細かく

組成割合も反映

□×△※。。。

そこで、すべきことは、緻密な算定でなく、
GHGの削減をすることではないか！

・製品1着を作るに、
→原料（生地）の段階が環境負荷の殆ど

・粒度は、アパレルが削減施策をできる粒度で留めた
→原料（生地）を選ぶことは出来る
製品買いでも、
使用されている原料を見極め購入ができるのでは

●ココに着目

・原料段階をターゲット
本解説の範囲（ターゲット）をアパレル製造部分（Scope3：上流）とした

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

← 衣類のLCA →

2025/０３/０５

原料段階
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFa All Rights Reserved. 

■本解説の考え方

「原料を脱炭素型原料に置き換える」

「製品単位で行うことで、着数での可視化ができる」
→業務で使用する単位で、企画,生産など組織全体で進めることが出来る

粒度を製品1着の原料、縫製、輸送の3段階に分け

細かいことは分からなくても、各自が何をすればよいか明確にできる

●本年度のことを決めた

脱炭素型原料

従来型原料

p3

p４

製品1着（Scope3:上流）

令和5年（昨年度）から、
環境省事業に応募し開始。昨年度は、GHG算出

令和6年度（本年度）は、
「アイテム単位 ●●着」 「削減」

のキーワードをいれることにした

2025/０３/０５

このイメージ→
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■本解説の
算定について

A％ B％ C%

①1着あたりの
GHG排出量を設定

アパレルができる施策の粒度

③原料（工程）を
脱炭素型素材へ置換え

削減の可視化

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

P11より、編集

②3工程に分解

手順①～③の中に、パターンを設け、サプライヤーの情報がなくても手が止まらない様にした

2025/０３/０５
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFa All Rights Reserved. 

●1着あたりとし、アイテム区分はしない
こちらからトライができ、本解説のイメージを作ってください

●ポイント：衣料を3区分に

・重衣料：ジャケットなど
表生地があり
裏生地付き

・中衣料：ブラウスなど
一重で芯地がある。

・軽衣料：Tシャツなどの
一重のもの

どんな衣料品も、この3つどれかを基本とし、
製品が出来ていると考えました。
●例えば、 ・裏付き、ジャケットとコートは、

GHG排出の観点では用尺が違うのみ
・裏付きワンピースも同様。。。

・子供服は、用尺が小さくなる。。。

これを算定→

■算定方法：手順①

パターンABは、手が止まらず進められるのでは

●使用する原料の面積で、GHG排出量の傾斜付けれます

2025/０３/０５

※用尺）
製品を作るに使用する
生地の長さ（面積）
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFa All Rights Reserved. 

（前ページ）ポイントに示した考えから

→基本用尺（原料使用量）を調整し
●各社で使用するアイテム体系分類に、細分化できる。

アイテムごとや、子供服、成人服などの形態に合わせ
アイテムごとのGＨＧ排出量に分解できる

（排出量の傾斜化ができる）

●サプライーと情報共有し、
アイテムごと、（着）のGHGを算出する

■算定方法：手順①

パターンCは、一度、各社にあわせて設定すれば、進められる

●明解な数字が存在しないため
環境省、経産省などの公開しているものの
データソースなどを確認し、作成した
※かなり、議論いたしました

2025/０３/０５
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■算定方法：手順②

●アイテム、使用の原料により、分類しない
→こちらからトライし、本解説のイメージを固めてみてください

●サプライーと情報共有し、アイテムごとなどの
排出割合を設定する

製品生産段階3工程のGHG排出比率に分解

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

※アパレルができる施策の粒度しました。

2025/０３/０５

●原料（生地が出来るまで） ●縫製 ●輸送

●明解な数字が存在しないため
環境省、経産省などや、各社の情報を確認し作成した
※かなり、議論いたしました
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■算定方法：手順③

ここが削減される

●アイテム、使用の原料により、分類しない
→こちらからトライし、本解説のイメージを固めてみてください

●サプライーと情報共有し、アイテムごとなどの
排出割合を設定する

従来型原料から脱炭素型原料に置き換えた場合の削減割合を設定

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

2025/０３/０５

ココに繋がる様に

●明解な数字が存在しないため
論文や各社の情報から作成した
※かなり、議論いたしました

従来型原料

脱炭素型原料
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2025/02/19.25■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■算定と削減効果の可視化

●仕入着数を掛ける（乗じる）

●ここで可視化

手順①～③を行い、仕入着数を掛けて、削減効果を可視化したイメージ

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 
ここが削減される

従来型原料

脱炭素型原料
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■本解説の取扱い（注意事項について）

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

具体的な行動が第一歩を踏み出せるように

算定方法は幾つかありますが、
分かりやすく、算定に取組める

P.15

2025/０３/０５
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2025/02/19.25■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■第3章 脱炭素化推進活動の例 ●何が目的？

算定ではなく、削減です（※削減には、可視化は必要「算定」が必要）

実際に各企業で削減施策を決め、推進する必要があります

ここまでは、算定方法

算定方法と原料を脱炭素化素材に切り替える施策で初めて見ませんか

20XX年までにGHGを●●％削減する目標を決めます

ブランドのMD,生産などに、
何着を脱炭素型素材に切替る目標を作り、
手順①のパターンで示しました様に、
アイテムごとで仕入数をカウントし進めて下さい

アパレルが、脱炭素型素材に切替えを推進することで
川上企業でも、その素材を使う潮流が出来れば、
脱炭素素材開発などが進み、
業界が相乗的にGHG削減に進むことが出来ます

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

P.14

●目標設定し推進活動開始

●こんなかたちで広がれば
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■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■付録）各会社の推進事例

本解説検討企業の一部から脱炭素化推進事例を掲載いたしました

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

それぞれの進度は違いますが、具体的に推進をしています
実際に出来ている事例です。参考にして頂きたいです

2025/０３/０５



15

■ファッション産業の脱炭素化に向けた
温室効果ガス排出量算定ガイドライン説明会

■最後に

Copyright© 2025 JAFIC/JSFA/KanFA All Rights Reserved. 

「何をしてよいのか、どこから手をつけて良いか」
わからなくても、手が止まらず着手できることを

コンセプトの１つとしました

心を満たすファッション産業から、
環境優秀産業を目指し進めて行きたいです

アパレルが、脱炭素型素材に切替えを推進することで
川上企業でも、その素材を使う潮流が出来れば、脱炭素素材開発などが進み、

業界が相乗的にGHG削減に進むことが出来ます

実際に求められているのは、算定ではなく、削減です（※削減には、可視化は必要「算定」が必要）
各企業で削減施策を決め、是非、推進して頂きたいです

2025/０３/０５

脱炭素の上位概念に、サスティナブル(持続可能）があると思います。
地球、人、企業など、全てを持続可能とする新たな宿題が、今、出ています。

人の持続可能性は心が満ちていること、ファッションは心を満たせます。
宿題は、ファッションに制約を設けることでなく、技術やイノベーションで、
全てを持続可能にすることです。この新たな課題を乗り越えていきたいです
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ご清聴ありがとうございました

上高地：河童橋
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